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　4月から新年度が始まりました。コラムも内容を
リフレッシュし、これから「数字」をテーマにいろい
ろなお金の知識やマネープランについて解説して
いこうと思います。今回のテーマは「1割」です。
　私たちが病院などの医療機関で治療を受け、医
療費を支払う際に保険証を提示すると、負担する
自己割合が年齢、所得（70歳以上の場合）によっ
て「１割」「2割」「3割」と異なります。

年齢や所得によって異なる
　日本国民は、それぞれが国民健康保険や健康
保険など異なる公的医療保険に加入しています。
病院で保険診療を受ける場合の医療費は、公的
医療保険から費用が出されますが、個人はその一
部を負担しなければなりません。その割合が、小学
校就学前までが医療費の2割（自治体で別に公費
補助がある）、小学校就学から69歳までが3割、
70歳以上の場合、1割（所得や収入によっては3
割）を医療機関の窓口で支払う仕組みになってい
ます。なお、美容整形・歯科矯正など保険対象外
の自由診療（保険外診療）の場合は、全額（10割）
を患者が負担します。
　70歳以上の人は現在１割負担ですが、収入が
高くなると、３割負担になります。収入が高い人と
いうのは、現役並みの収入の人で、課税所得が
145万円以上の人です。70歳以上でもサラリー
マンなら標準報酬月額28万円以上の人です。た
だし、単身世帯なら年収383万円未満、夫婦世帯
や高齢者複数世帯なら年収520万円未満なら申
請すると1割負担になります。
　74歳までは、自分で健康保険や国民健康保険
に加入、あるいは家族の健康保険に扶養家族とし
て加入していますが、75歳になるとみんな同じ後

期高齢者制度に加入します。制度が変われば保
険料の計算も変わりますが、75歳からの負担割
合は、今まで通り1割負担、収入の高い人は3割負
担と74歳までと同じです。

70歳以上の医療費は全体の45％に
　厚生労働省の発表によると、平成23年度の医
療費総額は、約37.8兆円で、22年度に比べ
3.1％、1.1兆円増加しました。そのうち70歳以上
の医療費は17兆円で全体の45％。高齢者の医
療費を現役が支える仕組みです。日本国民は医療
保険に加入し保険料を支払っているので、少ない
負担で医療が受けられますが、その医療費は年々
増加し、保険料の負担も増えています。
　今回の「１割」は、70歳以上の医療費の窓口負
担の数字でした。70歳から74歳の1割負担につ
いては、平成25年４月から
2割負担に見直されることに
なっていましたが、今回も１
割に据え置かれました。いず
れ「1割」は「2割」変わること
になるでしょう。
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